
特集展示「九州渡来仏」の国際シンポジウムについて 

 
テーマ：九州渡来仏を日韓で考える―韓国仏像研究における九州渡来仏の位置づけ― 
 
会 場：九州国立博物館 1階ミュージアムホール 
 
主 催： 
・九州国立博物館 
・科学研究費補助金基盤研究（S）「ディープラーニングによる仏像の制作年代・地域推定シ
ステムの構築とその実装」（研究代表：藤岡穣） 

・科学研究費補助金基盤研究（A）「作品誌の観点による半島由来仏教文物の包括的研究―
彫刻・絵画・写経を中心に―」（研究代表：井手誠之輔） 

 
協 力：仏教芸術学会 
 
日 時：令和 8 年（2026）7 月 20日（月・祝） 開始：10 時 終了：16時半～17 時頃 
                  ※終了時刻は予定で変動する可能性があります。 
 
内 容：各発表約 30 分（※逐次通訳 30 分） 
 
東アジアの周縁である九州には、対馬や九州北西沿岸部を中心に二百体以上の渡来仏が

残されています。その中核をなすのが新羅や高麗などの朝鮮半島由来の渡来仏であり、これ
らは各集落において日本の仏像と分け隔てなく篤い信仰を集めています。 
これらが生み出された朝鮮半島では度重なる戦乱によって多くの仏像が失われており、

日本にある渡来仏の中にその空白を埋める重要な作例が含まれています。韓国では 2000 年
代以降、文化遺産庁（旧文化財庁）や曹渓宗が主導する寺院の宝物調査や発掘調査によって
新たな作例が見いだされ、また腹蔵（像内納入品）の発見とその研究の進展により仏教美術
史の枠組みが日々更新されています。 
本シンポジウムは、九州国立博物館で開催される特集展示「九州渡来仏」（7/7～8/30）の

出品作例をはじめとする九州の渡来仏が、朝鮮半島の仏教美術史上どのような意味を持ち
位置付けられるのか、日々発掘現場や博物館で作品調査にたずさわる韓国の学界をけん引
する中堅世代の研究者３名をお招きし、韓国や北朝鮮所在の作例とも比較しながら九州渡
来仏について考える機会とします。 
 
 



 
≪タイムスケジュール≫ ※各発表の演題は仮のものです 

 
10:00～10:10  はじめに 藤岡穣（成城大学）       
 
10:10～11:00  九州の渡来仏について  大澤 信（九州国立博物館）   
 
11:00～12:00  新羅の仏像研究の問題点  

김동하／金東河 キム・ドンハ（韓国・国立慶州文化遺産研究所） 
                                   
13:00～14:00  高麗の仏像研究の問題点   

신소연／申紹然 シン・ソヨン（韓国・国立中央博物館） 
                                   
14:00～15:00  朝鮮前期の仏像研究の問題点 

박아연／朴娥延 パク・アヨン（韓国・国立中央博物館） 
                                   
15:00～15:15 休憩 
 
15:15～16:15 討論会―韓国仏像研究における九州渡来仏の位置づけ― 
                  司会：大澤 通訳：田代裕一朗（東京文化財研究所） 
 
16:15～16:30 おわりに 井手誠之輔（武雄アジア大学）                   
 
 


